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ＨＤＭ-９０００トヨタソフト/タイヤ空気圧システム登録の操作方法（例：カムリ/ＡＸＶＨ７０系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 作業全体の流れ/トヨタ・カムリの場合                                                  

●タイヤ空気圧警報バルブを新品に交換した場合、スキャンツールもしくは車両を操作して、コントロールユニットに 

  バルブを登録する必要があります。 

●作業全体の流れは下図の通りです。本資料では下図で挙げる作業項目の内、「送信機ＩＤ登録」（赤枠）の手順を 

  記載しております。 

                                              

 

 

 

 

 

２..ＨＤＭ-９０００操作手順-タイヤ空気圧バルブ/送信機ＩＤ登録編（作業要領も含む）                                                         

以下の手順でタイヤ空気圧警報バルブ/送信機の登録を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページに続く） 

 

●本資料はタイヤ空気圧警報バルブの取り付け作業手順の内、スキャンツール（ＨＤＭ－９０００）を使用 

したタイヤ空気圧警報バルブの登録手順のみ記載しております。実際の作業に当たっては必ず整備 

解説書で全体の作業手順、取り付けに当たっての規定値等を確認した上で作業を行ってください。 

●新品のタイヤ空気圧警報バルブ/送信機をホイールに取り付ける際は、 

  必ず取り付け前にバルブ本体に記載されている登録用ＩＤと 

  取り付けたホイール位置（右前、左前等）をメモ等で記録して 

ください。 

 

注意事項/必ずお読みください 

【手順００1：前作業】 

下記（Ａ）（Ｂ）のいずれかの要領でタイヤ空気圧警報バルブ/送信機本体のＩＤを記録してください。 

 

（Ａ）タイヤ空気圧警報ＥＣＵ/受信機を交換する場合 

 交換前にタイヤ空気圧警報ＥＣＵ/受信機に登録されている全てのタイヤ空気圧警報バルブ/送信機の現

在のＩＤおよび現在登録済みの送信機付きタイヤの本数（４または５本）をＨＤＭ-９０００のデータモニタ機

能で読取り、記録してください。 

 ＨＤＭ-９０００での登録ＩＤの読取が出来ない場合がホイールからタイヤを外してタイヤ空気圧警報バルブ

/送信機に記載されているＩＤを確認してください。 

 

（Ｂ）タイヤ空気圧警報バルブ/送信機を交換する場合 

 タイヤ空気圧警報バルブ/送信機に記載された７桁のＩＤ（送信機ＩＤ）を記録します。 

【手順００２：タイヤ空気圧の調整】へ進みます 

タイヤ空気圧警報バルブ取付 ホイールＡＳＳＹ取付 タイヤ点検 送信機 Ｉ Ｄ登録 

タイヤ空気圧警報システム点検 タイヤ空気圧警報システム初期化 完了 
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【手順００２：タイヤ空気圧の調整】 

全てのタイヤの空気圧を規定値に調整してください。 

【手順００３：ＨＤＭ-９０００の接続】へ進みます 

【手順００３：ＨＤＭ-９０００の車両への接続】 

① イグニッションがＯＦＦの状態で、車両側 

ＤＬＣコネクタにＨＤＭ-９０００を接続して 

ください。 

② イグニッションをＯＮにしてください。 

【手順００４：特殊機能の選択】へ進みます 

【手順００４：特殊機能の選択】 

ＨＤＭ-９０００が起動し、ＨＤＭ-９０００メニューが表示されます。メニューの「特殊機能」のアイコンに矢印キー

でカーソルを合わせ後、ＥＮＴＥＲキーを押して下さい。 

 

【手順００５：メンテナンスモードの選択】 

「特殊機能」のメニューが表示されます。「メンテナンスモード」のアイコンに矢印キーでカーソルを合わせ後、 

ＥＮＴＥＲキーを押して下さい。 

 

【手順００５：メンテナンスモードの選択】へ進みます 

【手順００６：タイヤ交換の選択】へ進みます 
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【手順００６：タイヤ交換の選択】 

「メンテナンスモード」の左側の欄のトヨタにカーソルを合わせた後、右側の欄のメニューに表示されている 

「タイヤ交換」に矢印キーでカーソルを合わせ後、ＥＮＴＥＲキーを押して下さい。 

 

【手順００７：車両選択】へ進みます 

【手順００７：車両選択】 

「車両選択」が表示されたら「自動検出」にカーソルを合わせてＥＮＴＥＲキーを押してください。 

 

【手順００８：車両情報の選択】へ進みます 
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【手順００８：車両情報の入力】 

「ブランド」「車名」等の選択画面が表示されますので、登録する車両に該当する項目にカーソルを合わせて 

ＥＮＴＥＲキーを押して車両情報を入力してください。 

 

【手順００９：ＩＤ登録/タイヤ本数登録】 

へ進みます 

【手順００９：ＩＤ登録/タイヤ本数登録】 

「タイヤ空気圧」メニューが表示されましたら「ＩＤ登録/タイヤ本数登録」にカーソルを合わせてＥＮＴＥＲキーを

押してください。 

 

【手順０１０：作業条件の確認】へ進みます 
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【手順０１０：作業条件の確認】 

画面上に表示されている作業条件と車両状態が合致していればＥＮＴＥＲキーを押してください。 

 

【手順０１１：送信機の選択】へ進みます 

【手順０１１：送信機の選択】 

送信機の選択画面が表示されましたら「メイン送信機」にカーソルを合わせてＥＮＴＥＲキーを押してください。 

【手順０１２：送信機スペアタイア有無の選択】へ進みます 

【手順０１２：送信機付きスペアタイヤ有無の選択】 

タイヤ空気圧警報バルブ/送信機付きスペアタイヤの有無と変更を確認する画面が表示されます。状況に 

応じて（Ａ）（Ｂ）のいずれかを行ってください。 

（Ａ）スペアタイヤにタイヤ空気圧警報バルブの装着無し⇒ＥＮＴＥＲキーを押して【手順０１３】へ進みます。 

（Ｂ）スペアタイヤにタイヤ空気圧警報バルブが装着されているが今回からスペアタイヤから外す。 

  ⇒７/１５ページの【本数登録】に進みます。 
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【手順０１３：ＩＤの登録】 

ＩＤ１の登録画面が表示されますので、記録したタイヤ空気圧警報バルブ/送信機のＩＤを入力してください。 

ＩＤの登録は変更したい桁にカーソルを合わせて、矢印キーの上下で数字、アルファベットの入力を行い、 

最後にＥＮＴＥＲキーを押します。 

【手順０１４：ＩＤ２～４の入力】へ進みます 

【手順０１４：ＩＤ２～４の登録】 

【手順０１３】と同様の操作でＩＤ２～ＩＤ４で入力を行って下さい。 

 

【手順０１５：送信機ＩＤ登録】へ進みます 
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【手順０１５：送信機ＩＤ登録】 

【手順０１３】から【手順０１４】で入力した送信機ＩＤの一覧が表示されます。間違いが無いか確認を行った後、 

ＥＮＴＥＲキーを押してください。 

【手順０１６：送信機ＩＤの登録完了】へ進みます 

【手順０１６：送信機ＩＤの登録完了】 

登録完了画面が表示されます。ＥＮＴＥＲキーを押して、「タイヤ空気圧」メニューに戻ります。 

【本数登録】 

スペアタイヤのタイヤ空気圧警報バルブ/送信機を外し、残り４本のタイヤのタイヤ空気圧警報バルブ/送信機 

のＩＤ登録を行う場合は画面上の「送信機なし（４本登録）にカーソルを合わせてＥＮＴＥＲキーを押して下さい。 

【手順０１３】へ進みます 

９/１５ページの３.ＨＤＭ-９０００操作手順-ＩＤ登録確認編に進みます 
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３..ＨＤＭ-９０００操作手順-ＩＤ登録確認編（作業要領も含む）                              
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【手順０１７：データモニタの選択】 

「タイヤ空気圧」メニューの「データモニタ」にカーソルを合わせてＥＮＴＥＲキーを押して下さい。 

【ＩＤ登録確認に当たっての注意事項】 

 タイヤ空気圧のデータ更新には２～３分程かかる場合があります。もしデータが受信されない場合は故障

コード C2121/21からC2124/24の診断手順に従ってトラブルシューティングを行います。 

 ID が登録されていない場合 3 分以上経過すると故障コードC2171/71が記憶されます。 

 正常なタイヤ空気圧が表示された場合、ID 登録は正常に完了しています。 

 数分後に正しいタイヤ空気圧が表示されない場合、ID が正しくないかシステムが故障しています。 

 全てのIDを登録した後、故障コードC2126/26が記憶されタイヤ空気圧警報ランプが1 分間点滅後点

灯します。登録された全てのデータがECU に送られると故障コードC2126/26 は消去されタイヤ空

気圧警報ランプが消灯します。 

【手順０１８：表示項目選択画面】へ進みます 

【手順０１８：表示項目選択画面】 

「表示項目選択」が表示されます。方向キーの左右で画面下部の「すべて解除」にカーソルを合わせてＥＮＴＥＲ

キーを押して下さい。 

【手順０１９：表示項目の選択その１】へ進みます 
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【手順０１９：表示項目の選択その１】 

各項目の左端にあるチェック欄が空欄になります。方向キー（下）で画面をスクロールさせて「送信機１タイヤ 

空気圧」「送信機２タイヤ空気圧」「送信機３タイヤ空気圧」「送信機４タイヤ空気圧」を画面上に表示させてくだ

さい。（それぞれＩＤ１～ＩＤ４のタイヤ空気圧警報バルブ/送信機から送信される空気圧を表示する項目です） 

【手順０２０：表示項目の選択その２】へ進みます 

【手順０２０：表示項目の選択その２】 

① 「送信機１タイヤ空気圧」にカーソルをあわせた後、方向キーの左右で画面下部「選択・解除」にカーソルを 

合わせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ＥＮＴＥＲキーを押して下さい。「送信機１タイヤ空気圧」の左端のチェック欄にチェックが入ります。 

 

【手順０２１：表示項目の選択その３】へ進みます 
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【手順０２１：表示項目の選択その３】 

「送信機２タイヤ空気圧」「送信機３タイヤ空気圧」「送信機４タイヤ空気圧」の各項目にも【手順０２０】の①② 

の手順でチェックを入れて下さい。 

【手順０２２：表示項目の選択その４】へ進みます 

【手順０２２：表示項目の選択その４】 

方向キーの左右で画面下部の「開始」にカーソルを合わせてＥＮＴＥＲキーを押して下さい。各項目のデータが 

表示されます。 

【手順０２３：タイヤ空気圧の確認】へ進みます 
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【手順０２３：タイヤ空気圧の確認】 

各輪のタイヤ空気圧を３０秒以内に４０kPa（０.４ｋｇｆ/㎠）以上急減圧させて「送信機１タイヤ空気圧」「送信機２

タイヤ空気圧」「送信機３タイヤ空気圧」「送信機４タイヤ空気圧」の値が変わることを確認してください。 

【手順０２４：初期化】へ進みます 

【参考】 

 N/A を表示している場合はデータが受信できていません。 

 タイヤ空気圧データ更新には 2～3 分程かかる場合があります。 

 送信機 1 から 4 のデータモニタからは車輪位置を特定することはできません。 

【手順０２４：初期化】 

 すべてのタイヤ空気圧データが更新されることを確認した後、タイヤ空気圧を規定圧に調整しステアリング

パッドスイッチ ASSY を操作して初期化します。 

 初期化はイグニッション ON でステアリングパッドスイッチ ASSY を操作してマルチインフォメーションディ

スプレイ内の「初期化」を選択しタイヤ空気圧警報ランプが３回点滅するまで OK スイッチ（ステアリンパッド

スイッチ ASSY）を押し続けます。その後イグニッションスイッチを OFF にします。 

１２/１５ページの４.ＨＤＭ-９０００操作手順-車輪位置識別および車輪位置書き込み編に進みます 
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４.ＨＤＭ-９０００操作手順-車輪位置識別および車輪位置書き込み編（作業要領も含む）                    
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【参考】 

 N/A を表示している場合はデータが受信できていません。 

 送信機タイヤ空気圧データが変化しない場合は、タイヤを 90°から 270°回転させ再度確認作業を 

行って下さい。 

【手順０２５：タイヤ空気圧の確認】 

① ８/１５～１０/１５ページの【手順０１７】から【手順０２２】を再度行い、「送信機１タイヤ空気圧」「送信機２タイ

ヤ空気圧」「送信機３タイヤ空気圧」「送信機４タイヤ空気圧」を表示させてください。 

② 各輪のタイヤ空気圧を３０秒以内に４０kPa（０.４ｋｇｆ/㎠）以上急減圧させて「送信機１タイヤ空気圧」「送信機

２タイヤ空気圧」「送信機３タイヤ空気圧」「送信機４タイヤ空気圧」の値が変わることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ データモニタのタイヤ空気圧の変化から、減圧したタイヤのタイヤ空気圧警報バルブ/送信機が ID1 から 

ID4 の内どれなのかを特定し記録します。 

●送信機 １タイヤ空気圧（ID1 のタイヤ空気圧） 

●送信機 2タイヤ空気圧（ID2 のタイヤ空気圧） 

●送信機 3タイヤ空気圧（ID3 のタイヤ空気圧） 

●送信機 4タイヤ空気圧（ID4 のタイヤ空気圧） 

④ 1 輪ずつ繰返し行い、特定できたらタイヤ空気圧を規定値に調整します。 

【手順０２６：車輪位置書き込みの実行】へ進みます 

【手順０２６：車輪位置書き込みの実行】 

ＥＸＩＴキーを押して「タイヤ空気圧」メニューに戻り「車輪位置書き込み」にカーソルを合わせてＥＮＴＥＲキーを押

してください。 

【手順０２７：条件と手順の確認】へ進みます 
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【手順０２７：条件と手順の確認】 

① 作業を行うに当たって必要な条件が表示されます。確認後、ＥＮＴＥＲキーを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 作業手順が表示されます。確認後、ＥＮＴＥＲキーを押して下さい。 

【手順０２８：ＩＤ毎の車輪位置書き込み・その１】へ進みます 

【手順０２８：ＩＤ毎の車輪位置書き込み・その１】 

ＩＤ１～ＩＤ４が表示されます。ＩＤ１にカーソルを合わせてＥＮＴＥＲキーを押してください。 

【手順０２９：ＩＤ毎の車輪位置書き込み・その２】へ進みます 
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【手順０２９：ＩＤ毎の車輪位置書き込み・その２】 

① ＩＤ毎の車輪位置の設定画面が表示されます。ＩＤ１に合致する車輪位置にカーソルを合わせてＥＮＴＥＲキ

ーを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 車輪位置が割り当てられます。 

【手順０３０：ＩＤ毎の車輪位置書き込み・その３】へ進みます 

【手順０３０：ＩＤ毎の車輪位置書き込み・その３】 

ＩＤ２～ＩＤ４に【手順０２９】と同様の操作手順で車輪位置の割り当てを行ってください。 

【手順０３１：書き込みの実行】へ進みます 
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【手順０３１：書き込みの実行】 

カーソルを「書込」に合わせてＥＮＴＥＲキーを押して下さい。 

【手順０３２：書込の完了】へ進みます 

【手順０３２：書込の完了】 

①車輪位置の書込が実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②整備解説書の手順を参照の上、タイヤ空気圧警報システムの点検、初期化を行い、作業を完了させて 

  ください。 

 

 
完了 


